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自転車のルール・マナー等の正しい利用方法や安全安心な自転車の選び方、メンテナンスの重要性を啓発する 

自転車の安全利用促進委員会と一般社団法人自転車協会は、2019年9月27日（金）に『奈良県高等学校等安全教

育研修会』にて、奈良県の高等学校等の教職員24名に対して、自転車通学指導セミナーを実施いたしましたので、ご

報告いたします。 
 
講演では自転車の安全利用促進委員会メンバーの遠藤まさ子氏が、最近の高校生の自転車事故の特徴や奈良県

の自転車事故データに触れながら、全国の都道府県で実践されている自転車通学指導事例を紹介しました。さらに生徒

が加害者になってしまった事例や自転車製品の安全性（BAAマークについて）等について講演しました。 

 

また、自転車の点検やメンテナンスのポイントについては、奈良県自転車軽自動車商協同組合の理事長である井

上清氏が実際の自転車を用いて、具体的に解説しました。井上氏は、「自転車は乗り物なので適切なタイミングでメン

テナンスをすることが大切です。なかなか自分では気が付きにくいポイントもあるので、気軽に街の自転車店や組合に相

談してほしい。」と、日々のメンテナンスの重要性について話しました。 

 

講演後の意見交換会では、自転車通学指導に関する日々の悩みや実施して効果のあった指導例などを教職員同

士で共有・相談し合い、遠藤まさ子氏や井上清氏がアドバイスを行いました。 
 
奈良県警の統計によると、昨年県内でおきた中高生の重大な自転車事故は、11月に多く発生しています。これから

日も短くなり登下校の時間帯は重大な事故が起きやすい状況となります。こうした季節を前に、最適な指導について学

び、教職員同士が意見を交換しながら、改めて考える機会となりました。 
 
遠藤まさ子氏は講演の中で、「中高生は自転車事故の加害者になってしまうことも多いので、法令違反のない正しい

ルール・マナーを伝えていく必要があります。また、通学自転車は毎日乗るものなので、BAAマークなどの安全マークが

付いた自転車を選び、定期的にメンテナンスをすることが重要です。」と話しました。 
 
【参加した教職員の感想】 

・「今まで徹底した自転車通学教育をしていなかったので、本日配布されたマニュアル集を参考に生かしていきたい。」 

・「自転車は車のように車検が義務化されていないので、自転車をなかなか修理しない生徒に自転車通学を禁止して

いたが、学校の規則として点検を義務化する必要があると感じた。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自転車の安全利用促進委員会レポート＞ 
 

生徒の自転車事故を防ぐ指導とメンテナンスの重要性を学ぶ 

教員向け『自転車通学指導セミナー』を 
奈良県で開催しました 

 

 

 
こんｐｐ 

※データ詳細をご希望の際はご連絡ください。 
  



■参考資料 

 

＜自転車の安全利用促進委員会とは＞    

自転車の安全利用促進委員会とは、一般社団法人自転車協会の協力を受け、安全安心な自転車

利用のための啓発活動を行う団体です。自転車の利用者の方々に快適な自転車生活を送って頂くた

め、購入時に知っておくべき自転車の選び方から購入後のメンテナンス、正しいルール・マナーなどの

情報発信を行っています。また、活動の一環として教職員や学生を対象とした、自転車通学指導セミ

ナーも全国で開催しております。 

 

＜BAA マークとは＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜登壇者＞ 

講演 

遠藤 まさ子(えんどう・まさこ)  
 

 

 

自転車の安全利用促進委員会メンバー、自転車ジャーナリスト。自転車業界新

聞の記者や自転車専門誌の編集などを経てフリーランスへ転向。自転車・育児

用品を中心に取材を行い、各誌に寄稿している。テレビ・新聞・雑誌などの各種

メディアでコメンテーターとして登場する機会も多い。 
 

 

 

 

レクチャー 

井上 清（いのうえ・きよし） 

奈良県自転車軽自動車商協同組合 理事長 

BAA マークは、一般社団法人自転車協会が制定し、同協会が定める自転車

安全基準に適合した製品に貼られています。BAA マークの自転車安全基準は

全部で約 90項目もあり、安全・安心な自転車の目印として認知されています。 


